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中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 

自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 

関
係
者
評
価 

学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて）  

安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り 

心
の
居
場
所
が
あ
る
教
育
環
境
の
整
備 

自己肯定感

を高め合う

活動の充実 

美点を見つける目を子ども・教職員

が持ち、相互評価を行う。互いの良さ

を認め合えるよう働きかけ、大切にし

合う喜びを味わわせる。 

B 

B 

・「よいとこ見つけ」や「あ
りがとうカード」などを通
して、子どもも教職員も、
互いに認め合い、美点を見
つける姿勢を身につける
ことができた。 
・生活サポート情報交換
会で、気になる子の様子を
共通理解し対応を考える
ことができた。困り感や不
安を感じている子を SCに
つなぎ、早期対応に努め
た。 
・避難訓練やシミュレー
ション研修を計画的に行
うことができた。 

A 

・どの学級もよい
表情で授業を受け
る子どもたちの姿
を見ることができ
た。先生と子ども
との信頼関係が築
けていると感じ
た。 
・夏季は異常気象
下の登下校にな
り、今後も続く暑
い日の登下校が心
配である。 
・通学路に車が多
く対策が必要であ
る。 

・気象状況や子どもの様
子に合わせ、活動の可否を
判断したり、内容を変更し
たりする。子どもの健康状
態を常に把握し、養護教諭
と連携し迅速に対応する。 
・登下校の安全について
は、保護者の旗当番や地域
の見守りの方との連携を
強化して情報を収集し子
どもの指導にあたる。ま
た、学活や通学団会等をつ
かって、子ども自身が、自
分の身は自分で守ろうと
する意識を高める。 

心身の健康

状態の把握 

心身の健康状態把握に努め、よく話

を聞く。早期発見・対応につとめ、サ

ポート委員会、スクールカウンセラー

などを機能させる。 

A 

危機管理と

迅速な対応 

自然災害、熱中症・感染症、交通安

全、校内施設の整備等に迅速に対応

する。 教職員全員へ危機管理意識を

高揚させ、実効性のあるシミュレーシ

ョンや避難訓練を実施する。 

B 

分
か
る
授
業
づ
く
り 

個
が
輝
く
授
業
・
教
育
活
動
の
追
究 

自ら学ぶ意

欲を引き出

す支援の充

実 

子ども一人一人が目的や目標をもち

「読む」「書く」「考える」「伝える・聞く」

という行動に意欲的に取り組む。「む

ずかしいことをやさしく、やさしいこと

をおもしろく、おもしろいことを深く」

学べるよう支援する。 

B 

C 

・教材や教具の工夫、具体

物の活用や基礎・基本的な
学習の繰り返しなどを通し
て、「できた」「わかった」「楽

しい」と実感する子が増え
た。 
・一人一人が主体的に学ぶ

問題解決的な学習の実践
を目ざして、教科ごとの授
業づくりをベテラン教員に

学ぶ研修を行った。 
・心を育てる道徳の授業で
は、自我関与や役割演技な

どを積極的に取り入れて学
びが深まるよう努めた。 

A 

・何を聞かれている

か理解をし、自分の
意見をしっかりと伝
え、自信のある顔つ

きがとてもよかった。 
・子どもたちにしっか
り考えさせている授

業があった。 
・活気がある学級も
あるが、全体的に静

かに思った。 
・できない子へは先
生からやさしく声を

かけてもらえば、伸
びると思う。 

・子どもたちが主体的に学

ぶ姿勢や学ぶ楽しさを味わ
える問題解決的な学習を
実践するために、授業研究

会を通して、学び合う機会
を設定する。 
・子どもの考えの根拠とな

る体験的活動や調べ学習
を積極的に取り入れる。 
・学習内容の理解に時間が

かかる子には、つまずきに
丁寧に寄り添い、「できた」
「わかった」を少しずつ積み

重ねられる指導をしてい
く。 

問題解決的

な学習の実

践 

子どもの思いを大切にした問題解決

的な学習の実践、切実感のある単元

を構想し、体験的な活動や伝え合う

活動を取り入れた問題解決的な学習

を実践する。 

D 

心の教育の

推進 

心の教育に努め、生きて働く知識や

道徳的実践力を高める。道徳の授業

を要として、読書や体験活動、伝え合

う力や体（健康）づくり、家庭学習など

とも関連する。 

C 

力
の
あ
る
教
師
づ
く
り 

信
頼
さ
れ
る
教
師
集
団
の
育
成 

授業力の向

上 

常にチャレンジマインドをもつ。研修を

重ね、個の輝く授業実践に邁進する。 
B 

B 

・授業研究会を通して、全
職員が授業について考え、
話し合うことで学ぶことが

できた。 
・学年会等で、若手教員
が、ベテラン教員に学級経

営や子どもや保護者との関
わり方を学び、力量向上を
図ることができた。 

・保護者には、状況に合わ
せて連絡帳や電話、連絡ア
プリ、家庭訪問などで連絡

をして、信頼関係を築ける
よう努めた。 

B 

・職員の教育が行
き届いていてとて
もよいと思う。 

・連絡ノート等での
子どもたちと先生
とのやり取りのお

かげで子どもたち
の精神面への声か
けができている。 

・発表している子
の顔を見ずに機械
操作にかかりきり

になっている先生
がいたのが少し気
になる。 

・目の前の子どもを見つ

め、思いや考えに合った授

業を構想し、日々の授業を

大切にする。授業研究に積

極的にチャレンジしたり、授

業を公開したりする場を確

保する。 

・言葉や態度で保護者との

間に誤解が生じないように

細心の注意を払う。小さな

問題でも一人で抱え込ま

ず、気軽に相談できる体制

をつくる。 

組織力の向

上 

「チーム岩西」の組織力アップに貢献

する。相談や相互評価を行い、教職

員一人一人の自己肯定感を高める。 B 

学校・家庭

の双方向の

信頼関係の

構築 

家庭・地域との信頼関係を構築する。 

問題行動に迅速かつ適切に対応す

る。日ごろからの情報の発信に心が

ける。幼保小中、園との協力関係を大

切にする。 

B 

あ
た
た
か
い
校
区
づ
く
り 

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
推
進 

家庭・地域

のとの積極

的な関わり

と連携 

岩西小から校区へ気持ちのよいあい

さつや返事を発信する。 

相手を大切にする正しい言葉遣いを

する。各種活動・行事などを通して、

校区からの具体的な声を吸収し、次

の活動へ生かす。 

B 

B 

・総合的な学習で、校区の
店や施設への探検、特別支
援学校との交流、地域の方
を招いての栽培活動など
を行い、地域と関わり、地
域への思いを深めること
ができた。 
・保護者には、授業参観や
行事などについて感想や
意見をいただいた。改善す
べき点については、各部会
等で話し合い、次年度に向
けての方向性を考えるこ
とができた。 

B 

・下校時の見守り
をしてくださる方の
おかげで安心して

下校できると思う。 
・毎朝立ち番ボラン
ティアをしている

が、挨拶を返してく
れない子が 1/3 ぐ
らいいる。 

・「こんにちは」と声
をかけてくれる子
がいて、とても気

持ちがよい。 

・保護者や地域の方に、ボ
ランティア以外にも、出前
講座や学校保健委員会な
ど、子どもたちが学ぶ場、
活躍する場への保護者の
参観を呼びかけ、学校教育
活動をより理解してもら
えるようにする。 
・気持ちのよい挨拶を通
して子どもと地域がつな
がるように、なぜ挨拶が大
切なのか考えたり、地域の
方の声を紹介したりして、
地域との温かい関係を築
く。 

iボランティ

ア等の参画 

i ボランティア等地域の力を活用す

る。地域の方々の力をお借りして、子

どもの活動の充実や学びの補充・深

化を目ざす。校区の方々との触れ合

いの中から、地域愛、郷土愛など、豊

かな心の育成を図る。 

B 

 【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 


